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壱岐長者原産魚類化石一第一一報

友田淑郎美1 中島経夫芙2 小寺春人芙5

I はじめに 田志朗，藤山家徳，林徳衛，平田善義，後藤直義，
日本各地の新第三紀から淡水魚類の化石が発見 の各氏から多くの助力を受けたし，最初の発掘に
されている。なかでも朝鮮海峡に位置する壱岐島 際して，藤野良幸氏と大阪市立自然科学博物館の
の魚類化石は古くから知られていた。しかし，壱 千地万造氏の援助を受けたことを記しておきたい。
岐島の化石相は豊かであるにもかかわらず，魚類以上の方左にここに厚くお礼申しあげる。
化石の分類学的位置づけや，その堆積環境につい Ⅱ主要なコイ科魚類の化石

ては，蓑だ研究がすすんでいない。 これから述べるi～iVの魚類化石はいずれも，
筆者らは壱岐島の長者原において数回にわたる ｳｴｰベル氏器官をもっており, コイ科の魚熱
発掘を行なって，研究づｰる機会を得たので，ここ あった。蚤た，いずれも次の二つの形態的特徴を
にその第1報を送る。発掘の経緯や堆積環境につ もっていた。背鰭に滑らかな鰊をもっている。瞥
いては別に報告した（友田ほか， 1973）ので， 鰭基底が比較的，あるいは著しく長い。

ここには重複を避けた。なお，以下の言改kにおい ところで，中国大陸のコイ科魚類は，呉献文ほ
て次のように執筆を分担した。 Oulter亜科魚類 か(1964)によって，次の10亜科にわけられてい

化石；中島， コイ化石：小寺，そのほか：友田。 る。GobiobOもinae( 卜＄ジョウカマツカ亜科）
この研究をすすめるに当って筆者らは井尻正二 Gobioninae(カマツカ亜科),Barbinae(

氏および化石研究会の方点から親切な御批判を受 バルブス亜科),Shizothoracinae(シゾト

けた。蚕た， この研究を童とめるにあたり，三木 ラックス亜科),CyPrininae(コイ亜科) ,
美5

茂，長谷川康雄，木村重，上野輝弥, P.Banare- IJeuciscinae(ウグイ亜科) , Abramidina5
scuの諸氏から多くの指示を受けたし， カリフォ

ルニア科学アカデミー博物館のP.U.Rodda氏は 美4ウエーベル氏器官はコイ目の特徴であるが，
貴重を模式標本を貸してくださった。蚕た, 1969 以下で述べる化石では，顎に歯がないこと，お

年･には壱岐島地学総合研究会が結成され，発掘に 上び，発達した咽頭歯をもつことからコイ科魚
際して，筆者らは同研究会から経済的援助を含め 類であることを確認した。

て大きを支援を受けた。蚕た，同研究会の魚類班 器5中国大陸およびその周辺に現生するOulter

に参加された林徳衛，久間泰，中田正大，相田由 類とヨーロッパに現生するAbramis属との対
美子，池谷紀代子，石川敏彦，久保田福雄，前田 応は筆の知り得た限りでは左お不十分であると
保夫，松崎治，宮代謙造，森田里美，両角芳郎， 思われる｡NIKOIJsKY(1954)によれば,咽頭歯
鈴木俊英，高橋正志，高松信樹，山口和美，吉岡 の列数に基づいてAbr･am垣をこの亜科からは
みどりの方均には，筆者らの発掘作業に長期にわ ずして， ウグイ亜科にいれ，中国大陸などの
たり大き友助力を与えられた。 Cul-ber類をOulter亜科と呼んでいる。Abr-
なお，筆者のひとり友田は，研究開始以来，石 a皿sをウク‘イ亜科にいれたNIKolJSKYの根拠

については必ずしも賛成しかねるが, CUlter

美↑ 国立科学博物館 亜科という名称を使ったことには積極的な意味
鵲2化石研究会会員 があり，筆者は賛成である。したがって，以下
鶉ろ鶴見大学歯学部解剖学教室 との亜科をOulter亜科と呼ぶことにした。
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の条数は である。背鰭の位置はやや後方によ

っていて，腹鰭と瞥鰭の間に位置する。また，そ

の第一担鰭骨は次の脊椎骨の神経鰊の間に挿入さ
れている； 14／15～16／17．瞥鰭基底は比較的

長く，その条数はⅢ；13～15である。瞥鰭には

卿条がない。脊椎骨数は42～44である。以上
の諸計数値，および一般的形態，輪廓などがかな

り一致している点から，調査した27個体は同一

種に属するものと結論した。また，そのなかに一

標本に咽頭歯が保存されているものがあった（第

2図）。咽頭歯の列数および歯数は確認できなか

ったが，その形態は先端が鈎状を呈していた。

伍献丈ほか（1964）によると，現生のCulter

亜科魚類は，分布や形態から二つのグループにわ

けられている。そのひとつは，山間に分布する

Hemi.Cultereユユa,AnabarirLi.Us,Pseudohe-

miculter,Rohanus などの属で，その形態は

細長く，背鰭に硬い鰊条を欠き，瞥鰭条数は少な

く，キールが不完全である。もうひとつのグルー

プは，平原に分布するOu1もer,Erythroculter)

Parabramis,Megarobramaなどの属で，その

形態は，体がかなり側偏し，体高は比較的あるい

は著しく高く，背鰭に硬い轆条があり，キールが

発達している。筆者はこの両グループについて次

のように考えている。前者は古いタイプのグルー

プで，山間などに不連続に分布し，小型でCu1ter

亜科の特徴はあまり顕著ではない。後者は, Cul-

クルター亜科),Rhodeinae(タナゴ亜科),

Xenocypridinae(ゼノキプリス亜科) , Hy-

pophthalmichthynae(レンギョ亜科) ,こ
の1 0亜科のうちで，上記した化石の二特徴をも

つものは0 0ulter亜科とXenocypris亜科で

ある。この両亜科の間には，咽頭歯と口の形態に
著しい違いがあるo OugLter亜科魚類の咽頭歯は

先端が鈎状を呈しているが, Xenocypris亜科

では，咽頭歯の先端が鈎状にたっておらず，長く

咬合面が発達している。 Ou].ter亜科魚類の口は

上位か端位であるが，一方, Xenocypris亜科

では下方である。しかも，著しい特徴として，下

顎に発達した角質板をもっている。しかし，この

下顎の特徴は現在までのところ以下で述べる化石

では確認できていない。

Ⅱ－1 小型Cu]_ter亜科魚類の化石（第1.5図）

形態的特徴は次のとおりであった。全長が20

”をこえることのない小型の魚で，体高は低く，

細長い体型をしている。口は下位ではない。眼は

大きく発達している。副喫骨(parasphenoid)

の位置はやや低い。歯骨(dentary)の上向突起

(corono:idprocese)は,Ancherythrocuユー

ter属などのように後方に大きく延長することは

ない。側線は胸鰭の位置から下方にむかい，腹部

前方で屈曲し著しく下方をはしって，尾柄部中央

にいたる。尾鰭は長く発達しており，上葉より下

葉の方が長い。背鰭には滑らかな鰊条があり，そ

3cm

I

第1図Hemicul.じer型魚類化石のスケッチ, PM : premaxiﾕﾕa前上顎骨3 M; maxiﾕﾕa

羊_上顎骨, DN : dentary歯骨, PAS parasphenOid副模骨, PoP preopercular

前蓋骨, OP: opercu:Lar主鯛蓋骨, CL: c].eithrum鎖骨, TR: trpus Of･Weberian
ossj.c].es(ウエー､くル氏器官)の最後尾の骨,N-R'W-fh rib第4肋骨, IJ IJ : 1ateral

1ine側線（第2図および第3図A参照）。
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-Ce近亜科としての特殊化が進ん

で，平原部で繁栄しているグル

ープである。伍献文ほかはHe-

miCulter属を分布から，平原型

グループ°にいれているが，背鰭，

瞥鰭，側線左どの形態的特徴は

山間型に近い。したがって，形

態に基いて筆者は山間型グルー

プ．とHemiculterをあわせて，

Hemicul･ber型グループと呼

び，他の平原型グループ・をOul-

tex､型グループと呼ぶことにし

た。

我々がここで取扱っている小

型Culter亜科の化石は，背

にやや発達した鰊条をもつ点は

異なるが細長い小型の魚である

こと，瞥鰭基底が比較的短かい

こと，側線が著しく下方をはし

ることなど, HemicUl-beX･型
一汁6

グループ・の特徴を示している。

しかし，次に述べる理由から属

の査定はいまのところできない。

よく保存された咽頭歯が発見さ

れていない。さらに大きな理由

として，今日，研究者の間で現

生のHelniculter型グループ

の勢の属の規準が一致してい
ない。蚕た，化石と対応させて

いくうえで有効な研究方法であ

る骨学的研究がほとんどなされ
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第3図壱岐島長者原産の代表的コイ科魚類化石一Ⅱ

A. Hemicuﾕでer型魚類化石（第1図参照）

B. Culter型魚類化石の一例（第5図AおよびB参照）
C,Xenocypris亜科魚類化石（第5図CおよびD参照）

夢 ていたい。また， このことが，系統学的な配慮を

欠くことをとも窟って属の規準をあい童いにして

いる一因ともなっている。したがって，化石を含

めたHemiculter型グループの系統的類縁性を

明らかにし，属の規準を明確にするためには，ま

ず，骨学的研究を進めることが必要である。

一方,この種は発掘される化石魚類の総個体数

のなかで占める割合が高く，計数しえた標本でも

27個体にのぼり，断片的標本室で含めると相当

汁6大江（1973）もHemicultcｴ､属との近縁性

を指適している。

美7内田恵太郎(1959),BANARESOU,P.(1970) ,

CHU9Y､T､(1955)などを参照されたい。

Lmm
d d

第2図HemicUﾕもer型魚類化石の咽頭歯の一例。
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な数と表る･この種は壱岐の水系で驚くべき豊富
な個体数をもって繁栄していた種であったと考え

られる。また，他の化石，あるいは現生の近縁な

種と比べて，背鰭第一担鰭骨の位置の変異が特徴
的であった（第4図）。これから述べるXenO-

Cypris亜科魚類化石では，担鰭骨の位置がほと
んど一ケ所に限定されるが，この種では三ケ所に

わたった。この変異の問題は， この種の著しい繁

栄と関連して注目される。

Ⅱ－ii 大型Oulter亜科の化石（第3図） A

体長が20”を越える大型のもので，輪廓には C
種なのものがあり，ひとつの種から構成されてい

るとは考えられたい。しかし，計数値は次に示す

ように，かなりの類似性を示した。背鰭条数；Ⅲ，

7，瞥鰭条数：Ⅲ， 1 7～.1 9，脊椎骨数； 39

～41 ，背鰭第一担鰭骨の位置： 10／11 ， この

ｸ'ルーフ．に共通してみられる特徴は次に述べると

おりであった。背鰭に太いよく発達した滑らかな

練条がある。尾鰭が長く発達している。瞥鰭基底
が著しく長い。側線が腹部で下方に湾曲している。

巳

へ

これらの諸形態は典型的Cu].ter亜科の特徴を示 3"釦

しており，このグループはOulter型グループ．に 第5図化石の咽頭歯とそのスケッチ

含まれる。この中の一標本には， よく保存されて A,B･ Cu].ter型魚類
いる咽頭歯がみつかった（第5図）。これについ 0 ,D． Xenocypris亜科魚類
ての詳しい記述は本論ではさけるが，先端が鈎状

を呈する咽頭歯であり) Xenocypris亜科のも

のとは明確に異なる。

Ⅱ－iii Xenocypris亜科の化石（第3図） "I n
少、' ｜ ‘ ヱ ー ロ ー垂、”↑一．一一些少金一土批＝′レーヘ

従来から工皿iusと呼ばれてきた魚類化石の一

つで，全長最高25cｿ"に達する中形魚類である。

背条数（35）36～39，背鰭第一担鰭骨の位置：

10／11 1体高はやや高いが，項部は目立った隆

喫涜い鎮驚鰈鱗躍撫灘 ｜ ｜条があって，その起点は腹鰭よりわずか前方にあ 11 12未刀剣のっL9てMﾉﾉE皇,I雨W嬉人1浬胤卿d・ソベゾJ〃割同l｣ノ.Jvｰ望J ll l2

、

I
0I 1010

5

Lu |局、
13 ↓＋ 9 10 9 10 【＋ l5 j8

る。瞥鰭基底はやや長い。側線はゆるく下方へ湾 A B C D E
曲し，尾部では中央を走る。 第4図壱|岐島産化石および近縁の現生魚類でみ
以上のような特徴をもった22個体の標本は， られる背鰭第一担鰭骨が挿入されている位置．横

体の輪郭が類似すること，計数値がまとまってい 軸は，担鰭骨が挿入れている直前の神経鰊の脊椎
ること左どから，以下ではさしあたり一まとめに 骨番号を，霞た縦軸はその頻度を示した。
して取り扱った。 A.現生のワタカエechikauiaSteenaCkeri

これらの標本では咽頭歯がよく保存されている B.現生のHemicultex・ 1euCiSculus

例は稀である。調査した数点の標本を総括すれば C･ XenOCypriS亜科の魚類化石
歯は前述した大型Ouﾕ七er亜科魚類のものと比べ D. Culter型グループの魚類化石
て目立って大きく，側扁して密生していて, Xen- IB. HemicUlter型グループの魚類化石
Ocypris亜科の特徴を示していて， とくにDiS-
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第6図 工quiuenipponicusJORDANの模式標本のスケッチ。

PM : premax111a前上顎骨と推定される破片, PI｣ ; Dalatine口蓋骨と推定される骨の先端部，

D : dentary歯骨の一部, Q : quadrate方形骨J LA: 1acrymaユ涙骨, SPH: e"enotic"

耳骨, GH: glenoidcavityofhyomandﾕbular舌顎骨の関節 , OPO : 1ateX･aユユine

cana]_ ofpreopercular前鯛蓋骨の側線溝$ BG 6 branchj.ostegaユ鰡条骨' RCIJ : right

c1e1thrum右側鎖骨（拡張部) , LOL : 1eftCleiもihrum左側鎖骨（拡張部）と推定される骨片

およびその剥離痕, RPO : rightpostcleithrum右側後鎖骨8 LPIj : 1eftpostc1eit-

hrum左側後鎖骨, TR; tripus ofweberianossiclesウエーベル氏器官のtripue前半，

W･R:第Ⅳ肋骨. SO :項部に拡がった鱗のため，項部が一見隆起しているように見える。 I ･PT

：背鰭第1担鰭骨の挿入部位を示す。Ⅱ･ SP; nnddorsalspine背鰭の第Ⅱ鵬亀, m･ sp :

mrddorsalspine背鰭の第Ⅲ鰊条, 1･R: IBtsoftdorealray背鰭の第1軟条， エ』工』 ：

ﾕateraユユine胴部側線よ図版E参照）

これらが同一種に属するものか否かについては，
toechodon属のものに近擬第5図)。 さらに検討を重ねる必要がある。

誘査した標本からは咽頭歯の列数を確認できた Ⅱ－IV IquiUeniPPonicueJORDANの模
かつたが，－標本では少たくとも2列存在し，ま 式標本（図版および第6図）

た主列の歯数は最高6本まで数えることができた。 D.S・JORDANは壱岐島で採集した一標本を研

なお，前に述べたように，調査した22個体の 究し, ]:quiuenipponj.cusと命名した(1919)。
魚類化石をここでは一まとめにして取扱かつたが JORDANによれば，この魚は次のような特徴をも
80HU,X.1.(1935)の記述に従えば,Xenoc- っている：コイ科の魚でよく見られるように，背

瓢鰯鷲驚辨繍鰭挫鰭に短かい一本の錬条叉は不分鮫条を､つ｡ﾛは
小さく下顎は下位。顎には歯があって，顎の先端辺三角形に近いXenocypri-e属のものから，

DistoechOdon属を経て，咬合面が鋭角で歯 の一歯は特に大きい。彼は玄た，前部脊椎骨に変

の主軸を切るPSeUdObrama属の大形のものへ 形が認められないとして， ウエーベル氏器官の存
段階的序列を追うことができる。 在を間接的に否定した。彼はさらに体の概形など
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第7図発育にともなうコイの交換歯の変化

（Ⅲ－3咽頭歯）
を考慮して， この魚を予察的にニシン目に位置づ
け，現生する01upeichthys属に似ると述べた。

筆者がこの標本を調べた結果はややこれと異な
っていて次のようであった。

背鰭条数：Ⅲ， 7，胸鰭条数1 7，腹鰭条数8，

この魚類化石はJORDANが述べているように，背

鰭の第Ⅱ鰊条は最長軟条に比べてはるかに短いが，

先端の破損した第Ⅲ鰊条は， もともと長くて滑か

を鰊条である。

口器は保存が悪く，剖出も不完全であるが，上

顎骨らしい骨片が認められ，また前上顎骨の先端

と推定される断面が前方に遊離して存在し，吻は

かたり長かったものと推定される。下顎は歯骨の

上向突起(coronoidprocess)の付近だけし

か現われていないが, JORDANの指摘した上うに

下顎は下位である。ただし，顎には歯を欠く。

なお，吻部の形態の全容は，化石の対面がたい

ので確認できない。また， コイ科魚類を特徴づけ

る，前方の屈曲した第4肋骨および， ウエーベル

氏器官のtX.ipusの前半が認められる。

以上に述べた諸点や，肉間骨の特徴，三枚の鰭

条骨などから，この化石はコイ科の魚であること

が明瞭である。また，背鰭の起点が腹鰭起点より

わずかに前方に位置すること，背鰭には滑かで発

達した鰊条があること，下顎が下位にあることな

どから，この標本はXenocyPri.s亜科の魚であ

ると結論できる。なお， この亜科の特徴である拡

張した鎖骨下部が一部残っているが，破損がいち

じるしく，証拠としては不十分である。同様なと

鷺
鮴

篭調； ら
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溺

昂

Ｆ

鱗

騨

蕊

識

唾

鶴

ロ

再
巳
嘩

しの一部からなり，堆積面と平行して，矢状面で

左右に割れて取り出された。発掘当初には保存良

好左状態であったが，その後乾燥のため風化を受

けた。

頭部形態。頭骨長（外筋骨前端から第1脊椎骨

と頭骨の関節点まで）はス4”であった。この化

石には次のような，コイに特有な諸形態がみられ

た。主鰭蓋骨(opercular)の輪郭と外側面の

彫刻。幅の広い3枚の鰭条骨(branchiostega:ls),

口器では，前上顎骨(premoxi:na)が特有な形を

した上向突起をもっていること。上顎骨(maxil]:a)

は幅が広く，中央部がくびれていること。また，

よく発達した吻骨(rostral)の存在などがあげ

られる。

化石の種同定のきめてとしたのは，以上の諸特とは主鰭蓋骨の輪郭についてもいえる。 化石の種同定のきめてとしたのは，以上の諸特

この標本は保存がよいので，今後，咽頭骨や咽 徴に加えて，咽頭歯の歯式と形態からである。そ

頭歯を剖出することができれば，その分類学的位 の結果, Oyprinus carpio ljlNNEとした

置を認定できるだろう。 （前掲，友田1970）。

]1 ･-iV コイ(Cyprinus carpio :IJINNm)化 化石咽頭歯は現在までに，右側の全歯, I, I,

石（第7図） Ⅲ－1 ，Ⅲ－2，Ⅲ－3，左側のⅢ－1 ， m－2，

この化石は,すでに別談報告したものである。 Ⅲ-3,それに右側､-,の代生歯を確認してい
今回は，先の報告と多少重複するが，頭骨を中心 る。 （図版）

とした形態と，咽頭歯にみられる，新たな問題点 Ⅲ－1歯は臼歯状で中央部に乳首様突起をもつ

について報告する。 こと，Ⅲ－2歯は傾斜した咬合面上に溝をもつこ

この化石は,1969年に国立科学博物館の日本列 と左ど，全歯について，輪郭，および溝の有無・

島の自然史科学的総合研究の一環として発掘した 走向が，現生コイ咽頭歯と一致する。ところが，

ものである。 くわしくは別誌にゆずるが，壱岐島 化石咽頭歯には，現生種と著しく相違する点があ

の長者原珪藻土層中，その中部層下部から産出し る。化石の左右のⅢ－3歯は明かに1本の溝のみ

た。

化石は，頭部から胴の前域，尾部の一部，腹ビ 善，友田（1970，石田ほかのうち，魚類化石の項）
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幅の中に入るものである。

コイ化石は，今玄でに中新統からのものが2例

報告されている。 ↑つはドイツのCypri…溌一i…首'1中国のOyprinusmaom1ngenei.s
である。いずれもOyprinus属として記載してい

るが，同定のきめてとなるべき咽頭歯について触

れておらず，さらに検討すべき点をのこす。その
点で，今回のコイ化石は中新統台島層から産出し

たところの，明確Cyprinus carpioの最古の
冒曝となる。

コイの咽頭歯は，コイ科の中でも最も分化の進

んだ特徴をもっている。すたわち，歯列・歯数が

一定しているばかりか，個々の歯の形態特徴が相

互に著しく相違する異形歯性を示す。このようた

種が，すでに中新世の初期には完成していて，そ

の後現在に至る童で， きわめて安定した動物であ

ることは注目に値しよう。

Ⅲ中新世の日本産淡水魚類化石について

Ⅲ－i ここまでに述べてきたコイ科魚類の化石

は，壱岐島の長者原から発見された淡水魚の化石

のうちの代表的なものである。中国大陸に現生す

る近縁友魚類でみれば， このうち, Cu].teX･型グ

ループは，平原を流れる河川や湖にすんで，中層

を活発に泳ぎ，昆虫や幼魚を食う。HemicUlter

◆差“E〃e

第8図日本の淡水魚銅上石の産地。筆者が直接

調査できなかった産地については大江（1970)な

どを参考にした･どを参考にしたo 型グループは中～表層のプランクトン食者である。
蚕たe Xenocyprie亜科の魚類は中～底層を活

をもつが，著者の調査した現生野生コイでは，頭 発に泳ぎ，う°ランクトン，水草，水底沈澱物や昆
骨長3.4”～10.1"zの1 1個体全部のIⅡ－3歯の 虫などを食う雑食性の魚であるが，下顎の前縁に

溝が2本以上であった（うち1本は短いものを含 は発達した角質板があって，岩面の付着藻類を削
む）。 ，とって食う。吉た， コイは底層性の雑食魚で，

V.VASNEC0V(1939)によれば，最内側歯列の 巻貝を好んで食う。

最後位の歯（コイではⅢ－5）が，その種にとつ 長者原からは，これらのほか， コイ科魚類の化

て最も典形的な形態を示し，分化の最も進んだも 石がさらに数種発見されている。童た，コイ科魚
のだとしている。その意味で，この化石咽頭歯， 類のほかに，中国大陸の淡水域に広く分布してい
Ⅲ－5歯の溝の数が相違することは，重要な特徴 るケツギヨ類に近いもの，ギギ属魚類に近いもの

だと考えられる。 など，現在東アジアに分布している淡水魚類の仲
玄たV.VASNEOOV(1939)に主ると,第6図に 間の化石も発見されている。

示すように，Ⅲ－3歯の代生歯の発育にともなう これらの魚類化石は長者原の珪藻土の中部およ

変化は,始め尖端に鈎をもつ剣状の形から,幅の び下部瀞ら採集されたものであるが,同じ層準
広い溝のある歯に置替する。さらに溝の数も発育 からはアジア大陸東部の淡水域に分布するマツ
にしたがって増す。著者は現在，どの段階から溝。一ｰ”ーグ菅一一・戸ロゴ｡ 一‐一＝V…シu澤Jｰ▼一一J~ロダゾーン1．門ゐ

の数が2本以上にたるかを，研究中であるが，化 秀10 HerannVonMeyerl856

石咽頭歯（Ⅲ－5）は，現生種の未成魚の形態を 器11 憲亭1957

示しているといえる。なお，化石咽頭歯の大きさ 汁12壱岐島地学研究ｸﾝﾚｰプ(1975）壱岐島の地質
は，全歯が，頭骨長との比において現生種の変異 と化石,第11,13図のI(下部),n(中部）層。
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升15

モの化石が多数発見されている。

以上のような化石諸生物をまとめて

みれば，餌料生物その他の自然環境の

空白部分が発掘の進展につれて明らか

にたっていき，長者原に存在した静か

な湖の生物群集の生活関係を明らかに

できる日も遠くたいものと思われる。

なお，長者原の珪藻土の中～下部層

からは， これらの淡水生物相とほとん

ど同一層準から，海産と考えられるコ

チ科魚類の化石が数点発見されたこと

は注目される。しかし，堆積環境につ

いては，霞だ不明な点輔いため' こ
こではこれ以上触れ左い･

Ⅲ一il 長者原の魚類化石のう･ら， コ

イ科魚類のOulter亜科に属するHe-

micu1ter型グループ, Culter型

グループ, XenOcypr:iS亜科魚類の

3者は個体数が多いことは前に述べた。

憩繊爲蕊霧駕鮭
種の種類が多く，広く分布していて，

アムール水系から，西部の高地を除い

た中国本土を経てﾊﾉｲ平雛及び，茶16
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第9図ユーラシアにおける代表的なコイ科魚類
台湾，海南島にも分布する。

化石の出現を示す。図中にコは化石の発見された
とのことを考えれば，壱岐島の豊か

時代礎示している。この図にはROMER(1966)
左化石魚類相は典型的な東アジアの魚 DAN工IJOHENKO(1964)にもとづいて作成したもの

類相を示しているといえよう。 であり，筆者らの壱岐のものを加えると，新らし

一方，本文のはじめに触れたように， い属の出現が中新世にいっそう集中する。
コイ科魚類の化石が日本各地からみつ

かっている。その主な産地は裏日本に

沿って分布し(第8鮒,喪た,その時代は中新 推定される。
世に集中している。これらの魚類の大部分は，種 州4植物化石については石田（石田ほか'970)，

としては鍵…本では見られ……るが，淵鑿繍鰡ついては野口(石田ほか
しかし，属あるいは属の段階でみれば，上に述べ 綱5 ，種， ワタカエschikauia steenackeri
た東アジフ"の現生魚類相と一致する。 (SAUVAGEI)がびわ湖水系に遺存分布している。

それでは，アジア大陸東部のコイ科魚類はどの 器16 P.BANARESOU(1970)はこのような型の

ようにして出現したのだろうか。このことについ 分布をするものが多いことに注目し， この地域を
一括して東洋区の東アジア亜区と規定した。

ては生物鋪の間ですでにいくつかの論説が癒さ 卦17中新世の汽水性巻貝, Vicarya)Vicary-

れてきたが‘,菅大陸産の魚類化石について章料が王 ellaの分布(後藤, 1971)は， ここに掲げた淡
鶉13三木茂氏の査定によれば，ユーラシアに広 水魚のコイ科魚類の分布と類似した点がある。た

く分布するCeratophy11umdemersmn l』工N= お藤田到則(1960)は本州北東部について，さら

駕鵜鰯鷲鷲職職篭藍駕鴛餓鴛
状からみて，生育地付近に静かに堆穂したものと G.V.NIKOLSKI(1954),西村三郎(1967)など。
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足しているため，筆者はい蚕詳細な論議をする勇

気がない。そこで， ここでは，化石が比較的によ

く知られているコイ科魚類の属の出現した時代を

ユーラシア全域についてリスト ・アップしてみた。

（第9図）。

図からわかるように， コイ科のうちにはすでに

始新世に出現したものもある。しかし，圧倒的な

属は中新世に出現しているのがわかる。このこと

から，上に述べた日本列島におけるコイ科魚類の

出現のパターンは，ユーラシア大陸の一般的現象

が日本地域に反映したのにすぎないことがわかる。

日本がアジア大陸の縁辺部にあった時代一中新

世一に大陸で出現した新しい属の大部分は，いま

も大陸では繁栄しているが， 日本域では，激しい

地質的な変動のため，その後に大半は絶滅したも

のと考えられる。 Ｗ
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図版の説明

A. コイ化石

BG ; Branchiostega1鯛条骨, CIJ 6 0].eithrurn鎖骨, OO ; coracoid鳥獣骨，
COB : circumorbital eer:Les囲眼骨列, DIIIT :dermethmoid中箭骨, DN : dentary

歯骨, HM : hyomandibu].ar舌顎骨, IoP ; inもeropercu].ar間鯛蓋骨, M :max皿ﾕa上
顎骨, OP : opercU]war主鯛蓋骨, PM:premaxj.ﾕﾕa前上顎骨, RB : rostraユ吻骨，
SOP : sUbopercu].ar下鯛蓋骨

B. コイ化石の咽頭歯

I :外側列歯， Ⅱ：中央列歯， Ⅲ－1 :内側列第1歯，Ⅲ－2 :内側列第2歯，Ⅲ－3 :内側列第3
歯, R:右側咽頭骨の歯, Ij :左側咽頭骨の歯

C.現生コイの左側咽頭歯，記号はBと同じ。

D.右Ⅲ－1f姓歯の化石

皿. Iquiuenipponicus JORDANの模弍標本。
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